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練馬全労協第 29 回大会開かる 
2023年９月19日（火）練馬区立勤労福祉

会館集会室において練馬全労協第29回定期

大会が開催されました。 

 大会は眞下事務局長の司会で始まり、大会

議長に練馬地域ユニオンの高井代議員を選出

し議事が進められました。開催にあたり奥山

副議長から、 

本来７月の開催予定でしたが役員の人事異

動や退職などで新体制の決定が遅れ、本日の

開催となりご迷惑をおかけしました。政治情

勢は岸田首相の戦争する国造りが進み、軍備

費拡大、安保３文書などを閣議決定し国会を

無視した独断政治が強まり平和と民主主義が

崩されています。それには労働組合が弱くな

ったのが一つの原因でもあります。大会では

各労働組合の職場活動報告で有意義な大会に

なるよう皆さんのご協力をお願い致しますと

挨拶されました。 

 来賓挨拶は東京全労協大森議長より政治の

反動化、増税、物価高、最低賃金についての

訴えがありました。北部労協小泉議長は資本

主義の矛盾と最低賃金底上げの宣伝活動など

北部地域の労働者として闘いに邁進してまい

りましょうと話されました。練馬労連岸田議

長は労働組合の組織拡大が緊急の課題です。

練馬全労協と連帯して闘っていきたい、平和

運動も引き続き連帯していきますと話されま

した。 

特別報告としてＪＡＬ争議団宝地戸さんよ

り解雇争議は13年目の闘いになっている、

今後の取り組みは外からの大きな支援の輪が

必要です。１２月２２日ＪＡＬ本社大包囲行

動への取組み要請がありました。議事は眞下

事務局長の経過報告から始まり決算予算、会

計監査報告、各単組報告と続き、職場の闘い

の報告からは地域労働運動の共有ができまし

た。議事は滞りなく進み、次期役員体制は、

奥山信義議長（Ｎ関労）、加藤洋雄副議長

（練馬清掃労組）、加藤剛副議長（東水

労）、鈴木安友事務局長（練馬地域ユニオ

ン）が選出されました。最後に奥山新議長の

「許せない怒りを要求に変えて」組織拡大に

向けて団結ガンバロウで成功裏に終了しまし

た。 
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最低賃金情宣行動に参加しよう 

労働組合に加入して賃金をあげよう！ 
 

 ９月20日（水）17時15分から練馬駅西

口で最低賃金情宣を行いました。 

この行動は毎月１回、練馬全労協・練馬労

連・練馬区労協の労働団体の呼びかけで、最

低賃金を上げて行こうと情宣活動を進めてい

ます。この日は天候不順で強雨の中とても情

宣をできる状況ではありませんでしたが、７

名の方々が集まり実行いたしました。強雨の

中でも、我々の訴えが徐々に伝わり、チラシ

を受け取ってくれる方が増えてきました。10

月から最低賃金引き上げになるので、通行人

の方々に伝わる情宣行動ができました。 

ポイントは、①日本の非正規労働者は、雇

用労働者全体の約４割を占め、その多くが最

低賃金水準で働いている。 

②雇い止めの不安や待遇への不満を抱える

労働者は賃金引き上げと安定した雇用を求め

ている。 

③特にコロナ禍の中で、失業や倒産の危機

を抱えながら不安を抱き働いている。 

④生活に必要な品物の高騰で日々の暮らし

が苦しくなっており全国的に最低賃金引き上

げの輪が広まっている。 

 

★過去の例 

 2,016年～2019年は第２次安倍政権で「年

３％の最低賃金引き上げ目標」が、定められ

ていたこともあり引き上げは行われました。

2020年になるとコロナ禍の状況で最低賃金

が据え置きの方向になりましたが、2021年

には28円～32円、2022年には30円～33円

と高い金額を保つことができるようになりま

した。 

 

★2023年最低賃金は10月に改定される 

 2023年度の都道府県別の最低賃金額が８

月18日にでそろい、厚生労働省がとりまと

めて発表しました。2023年10月1日から最

低賃金が都道府県で順次改定されていきま

す。都道府県全体で39円～47円が引き上げ

られました。今年も都道府県の中でも東京都

がトップで41円あがり、1,113円と全国の

中で１番高い金額となりました。次に神奈川

県の1,112円・大阪府の1,064円と続いてい

ます。全国加重平均は1,004円になります。 
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★パワーハラスメントと嫌がらせの労働相談 

 

◎相談内容 

 

民間職場で働く組合員から職場の上司・同

僚から「パワーハラスメント」「嫌がらせ」

を受けている、他の同僚も「パワーハラスメ

ント」でいやな思いをしながら働いている。

怒鳴られて退職した仲間もいた。 

いやな雰囲気で働きづらいので何とかなら

ないかと話し合ってきたが、実害のある嫌が

らせをうけ、上司に相談しても聞き流される

だけで職場の雰囲気は改善されることがあり

ませんでした。 

問題解決には練馬地域ユニオンに相談しよ

うと見えられました。 

 

 

 

◎団体交渉の申し入れと解決について 

 早速会社に団体交渉を申し入れし３回の交

渉を行ってきました。 

団体交渉での「パワーハラスメント」「嫌

がらせ」の職場状況説明は当該組合員の説得

力ある報告で事実認識では会社の反論はあり

ませんでした。 

組合は会社の安全配慮義務違反を追及し会

社の改善策を約束させ、職場に会社の「謝罪

文」と「安心して働くことのできる職場づく

りについて」の文書を掲示させました。その

後、人事の異動もあり、第３回団体交渉では

当該組合員から「パワーハラスメント」「嫌

がらせ」もなくなり、和やかな職場になり皆

さん喜んでいますとの報告があり会社も改善

策を検討すると約束して団体交渉を終了いた

しました。 
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脱
水
や
体
が
冷
え
、
足
が
つ
る
、
い
わ
ゆ
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「こ
む
ら
返
り
」
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経
験
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も
が
あ
る
か
と
思
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ま
す
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こ
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「
つ
る
」
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、
筋
肉
の
伸
び
縮
み
の

バ
ラ
ン
ス
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れ
て
し
ま
う
こ
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で
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異
常
な
収
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起
き
て
元
に
戻
ら
な

い
状
態
を
い
い
ま
す
。
こ
む
ら
返
り
で
痛
い
思
い
を
し
な
い
た
め
に
も
、
今

回
は
足
が
つ
る
原
因
と
予
防
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

 

足
が
つ
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原
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、
主
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中
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寝
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る
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を
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流
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予
防
策
と
し
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、
こ
ま
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水
分
補
給
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う
、
運
動
の
際
で
あ
れ
ば

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
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ど
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水
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だ
け
で
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ミ
ネ
ラ
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も
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か
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補
給
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た
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寝
る
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で
あ
れ
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コ
ッ
プ

一
杯
の
水
ま
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ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

を
薄
め
て
飲
ん
だ
り
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
足
の
血
行
促
進
の
た

め
に
、
ふ
く
ら
は
ぎ
や
太
も
も
裏
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を

行
う
こ
と
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こ
む
ら
返
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の
軽
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に
つ
な

が
っ
た
り
し
ま
す
。
具
体
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な
ト
レ
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ニ
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方
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と
し
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立
っ
た
状

態
ま
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座
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ま
ま
、
か
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と
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す
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で
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筋

肉
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鍛
え
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。
ま
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ス
ト
レ
ッ
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は
、
壁
に
手
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つ
き

足
を
前
後
に
開
き
、
前
足
を
曲
げ
な
が
ら
後
ろ
足
の
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く
ら
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を
伸
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し

て
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き
ま
す
。
こ
の
時
に
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か
と
が
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ゆ
っ
く
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ポ
イ
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つ
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ま
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く
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伸
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。 

日
頃
の
運
動
は
大
切
で
す
が
、
身
体
の
変
化
を
実
感
す
る
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
で
き
る
対
策
と
し
て
、
足
を
冷
や
さ
な
い
よ

う
靴
下
や
長
ズ
ボ
ン
を
履
い
た
り
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
こ
む
ら
返
り
の
頻
度
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
簡
単
な
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
か
ら
習
慣
化
さ
せ
、
筋
肉
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
高
め
、
つ

り
に
く
い
体
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
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齊藤明男さんを偲ぶ 

練馬地域ユニオン運動の確立と牽引に感謝

練馬地域ユニオン運動を執行委員長、書記長と

して永年にわたり担ってこられた齊藤明男さんの

悲報に接し無念の思いが湧いてきました。 

練馬地域ユニオン運動の一線から身を引いて、

障害者事業所の就労支援活動にご尽力されていま

したが、肺を患い体力的な気づかいから夜間帯の

行動は控えておられました。昼間帯の労働者の集

会等の行動には元気な姿を見せられ挨拶を交わさ

れていました。日比谷メーデーでは練馬ユニオン

の旗を見つけてはご挨拶にこられていましたが、

2023年のメーデーにはお見えにならなかったの

で心配はしていましが、その後の悲報に驚きまし

た。 

齊藤さんの思い出を書くにあたり、練馬ユニオ

ンの資料を整理していたら協定書の多くに齊藤明

男の名前があり本当に多くの相談を受け解決にあ

たられていたことに頭がさがりました。 

資料の郵政労働者シルバーユニオン結成10周

年「記念誌」へ掲載された齊藤さんの報告を紹介

しユニオン運動に対する齊藤さんの決意から人柄

を偲びたいと思います。 

＜今、地域で、－労働相談の報告－＞ 

「練馬全労協・練馬地域ユニオンは1996年に全

労協の地域組織、練馬全労協を母体に結成されま

した。地域ユニオンの立ち上げの契機は練馬全労

協に労働相談が寄せられ争議化し地域労働組合と

して交渉する必要に迫られました。既存の労働組

合は全労協という協議体の加入は承認していまし

たが、地域ユニオンへの二重加盟を認めていませ

んでした。 

そこで郵政ユニオンとして既存の労働組合から

自立していた私が地域ユニオンの役員を担う事に

なりました。 

地域ユニオンは地域の未組織の仲間の労働相談

を柱とし、結成直後から相談が寄せられＨＰの開

設で相談件数が年間200件を超えるようになり、

専従役員不在の中で私自身、片手間に相談活動を

進めるべきではないとの思いがあり郵便局を退職

し地域ユニオン運動に専念することにしました。 

「定年前退職」ということへの郵政の仲間たち

の非難（というより自分自身のためらい）は正直

とても苦しい選択だったのですが、「地域でも職

場でも」両輪で活動するのはすでに肉体的にも限

界にあり、地域ユニオン活動に足を移動する（主

軸を置く）ことにしました。」（抜粋）を拝読

し、当時の状況を思うと齊藤さんの決意に感謝し

かありません。 

お別れ会の席でお連れ合いの方が、亡くなった

事後処理の方法までも申し送り書が作成してあっ

てその通りにしていますと伺い、さすがきめ細か

い齊藤さんだと感じ入りました。 

地域ユニオン運動は齊藤さんが言っていたとお

り相談課題は多岐にわたっております。その労働

相談にご指導を仰ぐことが出来なくなり残念で

す。 

ご冥福を心からお祈りいたします。 

練馬地域ユニオン 鈴木安友 

 


